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に
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中

小
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そ
の
発
展
に
於
け
る
問
題
性
に
つ
い
て

-
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藍
_
原
.
.
豊

.

.作

1

、

戦

前

に

於

け

る

特

質
.1

一
、

戦

後

過

程

丨

第

一

段

階.

ぐ

.

.

.

.

三
、

再

編

成

過

程

丨

第

二

段

階.

一.

、

戦

前

に

於

け

.
る

特

質

V'

ま

ず

、

戦

前

レ
I
ョ

ン

産

業

に

於

て

人

絹f

 

_
が

も

っ
て
い
た
若

干

の

特 

質

を

、

主

と

し

て

そ

の

原

料

部

を

ぅ

け

も

つ

所

の

独

占

資

本

と

の

関

連

の

中 

で

明

ら

か

に

し

て

置

こ

ぅ

。

そ

れ

が

担

っ

て

い

る

問

題

性

は

多

く

か

か

る

関

連

' 

の

中

に

見

出

さ

れ

る

。

人

絹

機

業
.の
歴
史
.は

比

較

的

新

し

く

、

そ

の

製

品

が

商

品

化

さ

れ

、

量

産

化 

さ

れ

て

く

る

め

は

昭

和

の

初

期

、

殊

に

六

年

以

降

の

ご

と

に

属

す

る

。

こ
の
時 

期

に

於

て

レ

ー

ョ

ン

産

業

は

、'高

度

の

技

術

的

行

程o'
試

験

的

時

期

を

終

り、
:

.
折

か

ら

の

輸
"W
の

増

大

を

契

機

と

し

て

飛

躍

的

な

発

展

の

過

程

に

入

り

急

速

な 

設

儀

の

拡

張

と

市

場

の

拡

大

を

遂

行

し

た

。
特

に

昭

和

六

年

末

の

金

輸

出

再

禁

. 

北

は

、

生

誕

閙

も

な.
4ゎ

が

獨

レ—

:3
ン

. ^
業

を

輸

出

産

業

と

し_て
世
^

^

水

準
に
ま
で
高
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

.

元
来
、
人
絹
会
社
は
、
こ
の
時
期
に
於
て
す
で
に
そ
の

㈣

さ
㈣

地
位
を
確
立

し
、.
尨
大
な
資
本
を
擁
し
て
い
た

「

紡
績
資
本
及
ぴ
財_

資
本」

の
転
化
し
た

も
の
と
し
て
出
現
し
た
も
の
で
あ
り
、

す
で
に
そ
の
出
発
点
に
於
て
巨
大
な

(

1)

「

近
代
的
装
置
産
業」

で
あ
っ
た
。m

#

レ
ー

ョ
ン
は
三
井
を
背
罾
に
、
倉
敷 

絹
膨
は
食
敷
紡
績
に
よ
り
、
日
本
レ
ー
ョ
ン
が
大
日
本
紡
績
に
よ
り

i

せ
ら 

れ
て
：い
る
。

:
こ
れ
ら「

大
エ
業」

.
と
し
て
の
人
絹
会
社
は
、
’
昭
和
六
年
以
降
の「

翰
出
ブ 

丨
ム」

の
中
で
著
じ
く
増
大
し
、戦
前
最
盛
時
の
人
絹
会
社
数
一
一
十

一

社
の
中
、 

こ
の
.期
間
に
新
設
さ
れ
た
も
の
が
十
一

j

社
の
多
き
に
の
ほ
っ
て
い
る
。

か
か
る
レ
ー
ョ
ン
産
業.の
急
激
な
発
展
と
、
そ
の
発
展
を
^
質
づ
け
る
も
の 

と
し
て
屢
々
指
摘
せら
れ
て

い

る

よ

ぅ

に
そ
の
織
^
部
^=

機
業
の
も
つ
#
殊 

な
役
割
と
、
そ
の
機
構
的
特
徴
と
し
て
の
不
均
等
な
発
展
、
即
ち
、
原
料
部
門 

を
受
け
も
つ.「

大
工
業」

'亿
，比
較
し
て
の
機
業
の
零
細
性
が
指
摘
せ
ら
れ
て
い 

る
。
.
■:

.
 

■
 

■
 

.

い
ぅ
ま
で
も
な
く
、.

こ

：の
産
業
に
於
け
る
社
会
的
分
業
組
織
は
、
原
絲
製
造
ノ 

部
朽
と
そ
の1

都
£

!
に
分
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
資
本
的
に
も
、
経
営
規
模 

的
に
も
、
更
に
地
域
的
に
も
全
く
異
な
っ.た
ニ
：つ
の
部
を
形
成
し
、
織

布

部_
 

鬥
は

さ

ら
に

繼

、
仕
上
の
三
行
程
に
そ
れ
ぞ
れ
細
分
化
し
、
原
則
と
し
.て
異
一 

だ
っ
た
資
本
に
よ'
?
て
組
織
さ
れ
て
い
る
？

こ
れ
ら
織
箱
部g：

を
中
心
と
す
る
分
業
組
織
の
形
成
は
絹
織
物
業
よ
り
漏 

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

.

.

こ
れ
よ
り
先
、
従
来
の
絹
織
物
機
業
地
、
即
ち
、
輸
出
絹
織
物
機
業
地
と
し

. 

て
の
福
井
、
右
川
、
：内
地
向
機
業
地
と
し
て
の
桐
生
、
足
刺
、
西
陣
、
更
に
綿
， 

織
物
機
業
地
と
し
て
の
浜
松
、
名
古
屋
地
方
等
々
、
そ
の
#
#
く

の

に
 

於
て
欧
州
戦
後
の
反
動
的
不
況
が
絹
織
物
の
漸
減
と
な
っ
て

‘現
わ
れ
、
こ
れ
ら 

機
業
地
に
於
て
は
期
せ
ず
し
て
不
況
克
服
策
と
し
て
新
繊
維
に
よ
る
製
品
の
研 

究
が
進
め
ら
れ
た
。
福
井
に
於
て
は
大
正
十
四
年
輸
出
向
双
人
絹
織
物
が
、
桐

. 

生
に
於
て
は
内
地
向
織
物
に
人
絹
が
使
用
さ
れ
始
め
た
。
.
こ
れ
ら
を
き
っ
か
け 

と
し
て
従
来
の
絹
、
綿
織
物
の
機
業
地
を
通
じ
て
、
そ
の
代
替
と
し
て
の
人
絹

. 

.
織
物
は
急
速
に
伸
長
し
た
。

 

' 

.

.

昭
和
五
年
か
ら
十
年
の
間
に
人
絹
織
物
は
約
四
倍
半
の
増
加
を
し
め
し
\
最 

も
顕
著
で
あ
っ
た
福
井
を
例
に
と
れ
ば
、
大
.正
十
三
年
の
入
絹
糸
消
費
高
六
ニ 

二
百
封
度
は
、
昭
和
十一
年
に
は
九

四
三
、
一
ー

七

五

百
_
ぼ

と

比

較

に

な

ら

ぬ、 

伸
び
を
示
し
て
い
る
。
而
も
か
か
る
発
展
の
礎
地
を
な
す
人
絹
機
業
は
、
そ

の

.
:
 

六
割
が
絹
、.綿
機
業
よ
り
転
換
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

.0

.

M

下
、
か
か
る
発
展
の
示
す
若
干
の
特
質
と
、
そ
こ
に
内
包
さ
れ
た
問
題
点

化
繊
産
業
に
於
け
る
中
小
機
業
の
分
折

...

を
指
摘
し
よ
ぅ
。
 

'

' 

!

人

絹

機

業

の

佼

割

「

戦
前
の
わ
，が
国
の
輸
出
贸
易
に
し
め
る
鐵
維
工
業
の
比
率
は
、
そ
の
最
盛
時

(

八
年
丨
十
土
，年
>
'
.に
於
て
約
六
割
近
い
高
率
を
し
め
し
て
お
り
、
そ
の
内
、

.

絹
類
を
除
い
が
挪
維
.

へ
綿
、
毛
類
.

)

が
殆
ん
ど
そ
の
原
料
を
海
外
に
依
存
し
、
 

そ
の
貧
易
バ
ラ
ン
ス
は
.入
超
と
な
っ
て
い
る
の
に
ぐ
ら
べ
、人
絹
は
絹
に
次
い
'
 

.
で
出
超
を
し
め
し
て
い
.る

(

次
頁
第
.一 .

表
参
S

。

.

更
に
絹
翰
出
の
減
少i

大
正
十
四
年
の
輸
出
額
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
昭
和 

六
年
に
は
そ
の
指
数
は
一
一
九
と
著
し
.い
低
落
を
し
て
い
る

——

の
後
に
は
、
絹 

.
に
替
づ
て
そ
の
外
貨
手
取
高
の
高
さ
を
通
じ
て
国
内
産
業
の
再
坐
産
に
童
要
な 

役
割
を
担
っ•
て
く
る
。

: 

,

:

マ
： 

.

こ
の
翰
出
産
業
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
た
レ
ー
ョ
ン
産
業
を
翰
出
内
訳
か
ら 

見
る
と
、
原
絲
輸
出
に
く
ら
べ
織
物
翰
出
の
比
率
が
圧
调
的
に
畠
く
、
平
均
し 

て
輸
出
の
七
割
か
ら
八
割
が
織
物
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い

る

S

ニ
表
参
S

。

こ
、の
傾
向
は
機
業
の.側
か
ら
見
.て
も
伺
わ
れ
、
人
絹
織
物
生
産
高
に
し
め
る 

輸
出
の
比
率
は
、
昭
和
十
年
に
於
て
約
六
•割
、
昭
和
十
二
年
に
は
約
七
割
二
分 

に
.も
達
し
て
い
る0

,

.
次
に
、
輸
出
市
場
に
つ
い
て
見
る
と
、
絹
織
物
が
そ
の
主
た
る
市
場
を
.ァ
メ 

，
リ
ヵ
、/
欧
州
等
の
先
進
諸
国
に
求
め
た
の
と
異
な
り
、
人
絹
織
物
は
近
接
の
植 

:

民
地
、
半
植
民
地
：

(

昭
秕
十
年
丨
十'1

年
に
於V

、

ィ
ン
ド
十
五
％
、
朝
鮮
十 

，
五
％
、
満
州
/\
.

%
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
八
％
等
々

)

を
市
場
と
し
て
発
展
し
て
い

-

っ
た
。
か
か
る
性
格
は
戦
後
に
於
て
，も
基
本
的
に
貫
か
れ
て
い
る
訳
で
あ
る
が

• 

• 

•
三

一(

七
0
三)

.

.

.

.
 

,



第一*表繊維貿易バランス ：:

1 . 単 位 百 万 PJ
2 . 年 度 昭 和 1 1 年

3. r 人絹年鑀」昭 和 ：̂ 年厥より。

第二表人絹輸出高

輸出高
輸出 内 ' .ま

生産 原.糸 織 物

昭 6 31,381 64% ' 2,742(12) 28,639(88)
7 56,177 80 7,630(14) 48,547(86)
8 63,239 64 9,508(15) 53,781(85)
9 93,957 61 23,403(25) 70,554(75)

10 126,457 56 35,868(28) 90,589(72)
11 159,958 57 47,939(30) /112,012(70)
12 167,288 49 59,496(36)' , 107,787(64)

1 . 単 位 1000封度

2 . 織物は1 平方碼= 0 , 1 8 封度換算

輸入高 輸 出 高 差 引

，綿 854.3 585.6 -268.7
毛 212.4 . 6 1 . 2 -151.2

.絹 0.8 471.2 470.4
人 絹 44.2 178.3 134.1

戦
後
に
於
け
る
海
外
市
場
の
諸
条
件
の
変
化
は
、

レ
ー
ョ
ン
産
業
の
発
展
を
制
、
 

約
す
る
要
因
に
も
な'
?
て
い
る
。

2

展

開

態

様
.

.

絹
業
よ
り
i

成
さ
れ
だ
人
絹
機
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
質
と
し
て
工
業 

_

に
於
け
る
著
し
い.劣
位
性
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

'

た
と
え
ば
.「

人
絹
機
業
气
人
絹
会
社
、
特
約
店
、
織
物
問
屋
と
一
系
列
の 

人
絹
部̂

中
、
最
も
弱
い
一
環
をな
し

て

い

る

。

」

こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の.と
し
て
は
' 

人
絹
機
業
が
絹
業
よ
りi

成
さ
れ
た 

も
の
で
ぁ
る
上
ぃ
う
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
.、
絹
織
物
業
に
於
け
る

三
ニ 

(

七
.

0
四)

.
へ
.

:：
''

エ
塲
エ
業
の
展
開'

さ

ら

に

そ

れ

の

人

絹

|
|
^
業

へ

の

旋 

■
，.
ぃ

回

の

具

体

：

g

態
様
は
、
鬱

種

類

、
及
び
各
機
業
地
の
諸 

■
'
:
.
#;•
■
>
_
:条

件

め

相

違

に

ょ

っ

て

異

な

っ

た

発

展

の

仕

方

を

と

る

の 

■'
'

隹
.
：:

ょ
.

で
：あ
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず

I

般
的
に
規
定
さ
れ 

:

.

封

33

て
い
.る
若
干
の
要
因
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
0

0,
1
8
1
.

JP
.

そ
の
存
立
態
様
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
人
絹
機
業
が
戦
前 

1

度

_一
 

に
於
で
ほ
、ほ
そ
の
罾
砠
時
を
^
_
す
る
昭
和
十
年
丨
十
二 

封
1

率

〖

年
の
期
間
に
於
て
三
十
台
未
満
の
工
場
数
は
全
体
の
八
〇 

—

10
0

1¥

此

 ̂

一%.
を
し
め
て
お
り 

第
三
表
参
照)

、
こ
の
■機
台
に
宠
用
さ 

',

位

|

)p
:
,洋

れ

る

従

業

員

数

.を
十
五
人
未
満
の
も
の
と
推
定
し
て
規
模 

I

岸

氣

く

ぼ

別

生

産

額

を

見

る

と

、
，
十
五
人
I

の
工
場
の
人
絹
織
物 

1

.

2

.3.
4.

総
生
産
額
に
対
す
る
比
率
は
七
〇
％
余
を
し
め
て
い
る 

•

(

第
.四
表
参
照)

。

；
- 

' 

又
、
従
業
員
五
人
未
満
の
零
細
工
場
の
生
産
額
が
全
体
の
約
五
〇
％
に
も
達 

し
.
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
人
絹
機
業
の
規
模
の
零
細
性
、
そ

V

J
に
於
け
る 

低
賃
金
、
劣
悪
な
労
働
条
件
を
必
須
化
せ
し
め
る
。

.

•

他
方
、
こ
の
旋
回
の
過
程
に
於
て
従
来
の
絹
寒
に
於
け
る
生
産
規
模
は
一
部 

に
於
て
拡
大
さ
れ
、
特
に
零
細
機
業
に
比
し
、
十
台

I

三
十
台
前
後
の
機
業
の 

比
重
が
高
ま
る
。

又
、
こ
の
期
間
に
於
て
、
そ
の
技
術
的
基
礎
と
し
て
の
手
織
機
か
ら
力
織
機 

へ
の
移
行
も
急
速
に
普
及
す
る
。
こ
の
技
術
的
発
展
过
、
そ
れ
が
電
動
機
の
採 

用
に
ょ
.
っ
て
行
わ
れ
た
た
め
総
体
と.し

て「

小
規
模
工
場」

の
罾
開
と
な
っ
た

. 1> 也位 1,000 R  2 ) 総計は5人 未 滿 を 含 む 3 ) 昭和13年版「人絹年鑑」 

: 第五表人賴機合数推移 : ノ .

職工
5人へ-10人11人ん15人16人̂ ^ 0人!31人〜50人 I 51人〜100人 101人以上 計

生鹿領 
総 訐

8
9

10
11

12,293
23,559
22,524
28,090

9,189 
13,033 
15,066 

. 20,195

20,342
28,731
31,335
45.625

16,267
22,961
25,255
36,964

15,566 
23,890 
26,047 

. 37,159

18,620
29,463
28,977
52.053

97,276
141,637
149,204
220,086

189,904
257,661
279,646

胃三表，人絹機類模別工場

機台別 1台〜5台..6台〜10芦11台〜台 21台〜50台51台〜100台, 101台〜200台201古
以上 計

機業数 

%

1,109

16.39

1,899

28,02

1,740

25.72

1,416

20.92

383

5.66

147

2.17

75

1.12

.；6,769 

100

昭和 1 3 牟脲「入絹牟鐽J .
第四表工場規模別生産額 .

大芷丨1年 昭和4年 6 8 .10 12 13

力 織 機 成 巾 44,578 68,413 75,285 101,336 154,496 193,950 201,475
i f 小巾 49,707 57,486 67,517 74,952 97,481 111,794 114,161

.手 . 織 ，機 170,578 99,190 89,641 84,089 82,868 73,470 75,656
計 264.868 225,039 282,448 260,377 334,845 879,214 391,292

.

化
繊
産
業
に
於
け
る
中
小
機
業
の
.分

析
,

.

が
、
他
方
で
は
、
ぞ
の
生
産
額
の
増
加
に
し
め
る
従
業
員

 

一
0

〇
人 

域
上
の
工
場
の
：，比
率
の
増
大
.は
、
絹
業
よ
りW：!!

成
さ
れ
た
人
絹
機 

業
の
新
た
な
発
展
，を
し
め
す
も
の
で
あ
ろ
ぅ
。

.全
侔
と
し
て
力
織
機
の
手
織
機
の
凌
駕
は
昭
和
四
年
に
は
か
な
り

.
 

進
ん
で
い
る‘
.

(

第
五
表
参
照)

。
：

だ
が
、
人
絹
機
業
と‘し
て
の
新
た
な
展
開
は
、
小
巾
力
織
機
に
対 

\

す
る
広
£
カ
織
機
へ
の
増
加
の
中
に
ー
層
明
瞭
に
現
わ
れ
て
い
る
と 

.
思
わ
れ
.る
。
か
か
る
小
巾
か
ら
広
巾
へ
の
転
換
は
、
.
八
年
域
降
の
輸

.
 

'■

出
の
増
大
の
過
程
で
特
に
顕
著
に
な
り
、
広
巾
の
著
し
い
進
出
が
見 

.
ら

れ

る
。

.

.

地
区
的
.に
見
れ
ば
絹
業
のH

場
工
業
化
を
主
導
し
た
®

羽
二
重 

,

部S
：

の
福
井
に
於
て
は
、

つ
と
に
大
正
の
初
期
す
で
に
工
場
工
業
の

.
 

段
階
に
入
っ
て
お
り(

力
織
機
比
#
五
一1
%)

、
こ
の
福
井
地
方
に
於 

:

て
人
絹
議
へ
の
.旋
回
と
広
巾
力
織
機
へ
の
移
行
は
f

早
く
、
昭 

.

和
十
年
に
•
は
力
織
機
台
数
は
六
万
余
台
を
算
え
て
い
る
。

.

.

’

か
く
し
て
、

緩
業
よ
り
人
絹
織
物
へ
の
‘機
業
の
編
成
截
の
過
程 

は
、
そ
の
技
術
的
基
礎
と
し
て
、
電
動
機
の
.採
用
に
よ
るH

場
工
業 

計

化

、
小
巾
か
ら
広
巾
力
織
機
へ
の
.広
巩
な
転
換
の
過
程
を
と
も
.な
っ 

'

-J
r

:
 

'
.
た
の
.で
あ
.る
が
、
：そ
れ
を
、
^

し
た
も
の
■は

統
|+
:
'
資

料

の

中

で

压

倒
 

^

靈
比
重
を
じ
め
る
三
き
ロ
未
満
の

「

小
規
模H

場1

で
あ
り
、
こ 

g
.

,

の
基
磔
■の
上
で
人
絹
織
物
の
大
半
が
生
産
.せ
ら
れ
た
。
他
方
で
は
、

/
:

こ
れ
ら
め
技
術
的
旋
回
を
甚
礎
に
し
た
新
た
.な
市
場
の
拡
大
の
中
で

三
三
：
，

(

七
〇
五)



機
業
規
模
の
拡
大
が
見
ら
れ
る。
.

つ
ぎ
に
、
と
れ
ら
人
絹
機
業
の
経
営
態
様
に
つ
い
て
見
ょ
ぅ

。
'

即
ち
、
上
述
の
機
業
形
態
に
於
け
る
旋
回
ば
、
.同
時
に
そ
の
経
営
態
様
に
於 

け
る
新
免
な
展
開
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
変
化
は
、
い
わ
咴
る
、
絹
業
に
於
け
る

：
.
 

「

問
屋
制」

の「

新
問
屋
制」

へ
の
転
回
、
他
方
で
は
、「

独
立
の
小
規
模
エ 

場

制

，工

業

j

へ
の
転
回
と
し
て
把
え
ら
れ
て
き
た
所
の
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で

.
 

の
旋
回
を
主
導
し
た
も
の
は
前
記
の
_「

小
規
模
工
場」

の
広
汎
な
展
開
で
あ
ヴ 

^

0
 

•

f

方
に
於
け
る
家
内
工
業
の

「

小
規
模
工
場1-
へ
の
編
成
替
は
、
他
方
で
旧
：
 

来
の
'「

問
屋
制」

を

「

新
問
屋
制」

と
し
て
再
現
せ
し
め
石
。
即
ち
、
こ
れ
ら 

小
規
模H

場
の
大
半
は
新
た
な
問
屋
制
支
配
の
下
に
従
属
し
、
糸
問
屋
又
は
多

: 

く
の
場
合i

時
に
織
元
問
屋
で
あ
る
問
屋
か
ら
原
絲
を
前
貸
り
し
、

織
物
f

Bn 

を
渡
し
て
一
定
の
エ
賃
を
ぅ
け
と
る
。

'

従

？
て
問
屋
に
対
し
て
常
に
隸
厲
的
条 

件
の
.
.下
に
置
か
れ
て
，お
り
、
.
工
賃
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
依
然
と
し
て
問
屋
の 

庄
力
は
大
き
い
。
こ
の
ょ
ぅ
な
問
屋
制
工
場
の
展
開
に
と
も
な
い
、.
従
来
の
問 

屋

は「

新
問
屋
_

1_

へ
移
行
す
る
。
た
と
え
ば
、
福
井
県
に
於
け
る
.

「

北
陸
1>
-
:
 

丨
3

ン
商
組
合」

の
成
立
に
見
ら
れ
る
如
く
、
絹
業
 

<

於
.け
る
生
糸
問
屋
亦.新
.
 

た
な
問
屋
制
の
主
軸
と
し
て
移
行
す
る
。
k

0.

場
合
、
従
来
の
問
屋
.の
生
産
者 

化
を
.一

般
的
な
特
徴
と
す
る
。
即
ち
、
こ
れ
ら

「

小
規
摸
江
場」

の
自
立
•性
の 

増
大
が
確
立
す
る
中
で
は
問
屋
は
生
産
者
化
す
る
こ
と
の
中
で
の
み
自
己
の
問 

屋
制
支
配
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
■
か
く
し
て
問
屋
は
、
自
己
生
産
を
抒
5

と

三

四

(

七
〇
六)

同
時
に
広
机
な
委
託"
賃
機
を
な
す。
' 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
 

一
^

め

な

指

摘

に 

と
ど
め
る
。
 

■

.

こ
の
段
階
に
於
け
る

「

問
屋
制
支
配」

' 

は
、
主
と
し
て㈱
^

を
f

す
る
鹿 

地
問
屋
、
又
は
化
戡
会
社
の

「

特
約
店
十
.に
ょ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
人
絹
糸 

の
流
通
は
、'.
.こ
れ
ら「

篇

店
.r

を
通
じ
て
の
み
行
わ
れ
る
の
で
原
料
供
給
を 

ニ
軸
と
す
る「

特
約
店」

の
.機
業
茭
配
は
強
い
。
尤
も.
.

「

特
約
店」

の
機
業
支
配 

は
地
域
的
に
異
な
？
た
形
態
を
も
ち
、
主
と
し
て
売
賃
関
係
に
ょ
る
も
の

(

福 

井
県)

、
，「

i

店」

が
機
業
家
を
兼
営
し
な
が
ら
、
同
時
に
問
屋
制
支
配
を
行 

.

.う
も
の(

石
川
県)

、
更
に
、.

店」

.は

産

地

调

屋

と

の

売

買

関

係

に

の

'み
た 

、
ず
名
わ
り
、
機
業
と
の
直
接
の
接
触
を
も
た
な
い
も
の

(

桐
生)

等
々
、
そ
の 

:

支
配
は
多
様
で
あ
る。
. 

.

.

,

■

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら-「

i

店」

が
戦
前
に
於
て
果
し
て
い
た
役
割 

.
は
大
別
し
て
ニ
つ
あ
げ
る
こ
と
が
■
で
き
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
第
一
に
は

「

#
め 

店」

.
又
は
そ
れ
に
従
属
す
る
産
地
問
屋
を
通
じ
て
の
問
屋
制
支
®
、
第
一
一
に
は 

へ，「

特
約
店」

.を
利
用
し
、
流
通
機
構
を
強
化
す
る
中
で
行
う
糸
価
の
独
占
価
格 

に
ょ
る
機
業
支SB
。-'
こ
の
ニ
つ
の.作
用
を
も
っ
た
も
の
と
し
て

「

i

店」

の 

存
在
は
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
第
二
の
作
用
を
追
求
す
る
中
で
戦
前
の
人
絹
機 

業
が
担
っ
て
い
た
問0
,
に
つ
い
て
全
体
と
し
て
の
構
因
が
え
が
か
れ
る
。

3

問

題

の

所

在
-—

独
^

と

の

関

連

,

•

前
節
、
後
半
に
於
■て
人
絹
機
業
の
も
つ
問
題
性
の

 

一
•つ
を
.

T

新
問
屋
制」

H 

「

特
約
店」

を
通
ず
る
問
屋
制
支
配
と
し
て
把
え
た
。
こ
こ
で
は

「

1

店」 

を
通
ず
る
第.二
のT

市
場
.1-

の
.側
面
か
ら
問
題
を
把
え
る
。

ノ

す
で
.に
の
ベ
た
如
く
、
こ
の
段
階
に
於
て
成
立
し
た
人
絹
工
業

.は< 

文
字
通 

り
独
占
的
大
工
業
で
あ
り
、
=

そ
れ
を
生
産
の
集
中
度
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
昭
和 

.

十
二
年
、.
二
十
一
社
で
五
三
，
.

四
％
を
し
め
し
て
い
る
。こ
れ
ら
巨
大
資
本
の.
 

市
場
支
配
が「

小
規
模
工
場」

に
与
え
る
影
響
叹
決
定
的
に
大
き
い
。

.

こ
れ
ら
人
絹
メ
ー
ヵ
ー
は
、
綿
織
物
機
業
に
於
け
■る
と
異
な
り
、
人
絹
織
布 

兼
営
者
と
し
て
、
即
ち
、.欠
資
本
と
小
資
本
と.の
直
接
的
競
合
、
前
者
に
ょ
る 

後
者
の
圧
倒
と
し
て
は
現
わ
れ
て
い
■な
い
。
人
絹
糸
は
そ.の
大
部
分
を
販
売
に.
 

依
存
せ
し
.■め
て
い
る
。

. 

-

,

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
独
占
的
資
本
が
織
命
兼
営
と
し
て
現
わ
れ
な
い
理
由 

に
は
若
干
の
技
術
的
要
因
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
人
絹
織
物
は

M

産
業 

と
し
て
比
較
的
広
机
な
市
場
を
も
ち
な
が
ら
一
品
種
当
り
の
需
要
に
連
続
性
が 

な
く
大
工
業
特
有
の
大
量
生
産
が
困
難
で
あ
る
。
又
こ
れ
に
関
連
し
て
製
品
品 

掼
が
驚
く
べ
き
多
様
に
わ
た
り
、
か
か
る
市
場
的
要
因
か
ら
も
労
働
手
段
の
均 

一
性
、.
統
一
性
に
羅
を
も
っ
て
い
る
、
等
々
。

.

こ
の
ょ
ぅ
な
技
術
的
要
因
の
中
に
も
•、

「

小
規
模
人
絹
機
業」

の
存
立
を
可 

能
に
す
る
一
半
の
理
由
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
独
占
に
と
っ
て
中 

小
機
■

立
の
意
味
は
、
独
占
利
潤
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
り
、
中
小
機
業
の 

広
讽
な
存
立
も
そ
の
担
ぅ
問
題
は
こ
の
点
か
ら
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ 

ぅ
。
独
占
資
本
は
そ
の
主
要
な
性
格
と
し
て
資
本
の
集
中
と
集
積
：を

促

進

す 

る
。
レ
I

ョ
ン
産
業
に
於
て
は
、
こ
の
性
格
は
直
接
的
な
競
合
、
圧
倒
と
し
て 

で
は
な
く
、
む
し.ろ
流
通
面
|

り
す
る
収
奪
と
利
用
の
中
で
行
わ
れ
る
。
前

逾
.
 

の

裏

店」
「

問

屋」

を

领

ず

る

問

屋

制

支

-1
3

,は
そ
の
一
'
つ
.■の

方
法
で
あ.り
、

.

■

.

化
繊
産
業
に
於
け
る
中
小
機
業
の
分
祈
.
，

こ
こ
で
は
機
業
に
於
け
る
原
料

=

原
糸
が
そ
の
支
配
の
根
幹
と
し
て
機
能
す 

る

パ
'

他
の
主
要
な「

収
奪」

と

「

㈣

ff
l」

の
方
法
は
、「

砠
£

1

」

に
よ
る
そ 

:

れ
，で
あ
り
、
経
済
的
に
は
、
；
機
業
に
於
て
実
現
す
ベ
き
利
潤
が
独
占

f

に
よ 

っ
て
そ
れ
だ.け
独
戌
の
侧
に
移
転
す
る
。
こ
こ
で
は
、
問
屋
資
本
の
隸
厲
の
も 

-

の
か
ら
独
立
し
、
原
糸
並
び
に
製
品
の
取
引
自
由
な
い
わ
ゆ
る
独
殳
罾
#

の

も
 

の
も1

疮
に
そ
の
支
配
の
中
に
包
括
さ
れ
る
。
こ
の
独
占
^
^
に
よ
る
機
業
支 

酿
は
、
中
小
機
業
の
側
に
つ
ね
に
原
料
f

の
不
安
定
、f

の
危
険
等
を
通 

じ
て
経
営
危
機
を
惹
起
せ
し
あ
る
。
逆
に
、
独
占
的
メ
I
ヵ
ー
に
よ
っ
て
か
か 

，る
！
^
操
作
は
独
占
利
潤
の
最
大
限
を
追
求
し
て
い
く
上
の
必
須
の
条
件
な
の 

で
あ
る
。
 

.

.

.

独
占
価
格
に
よ
る
市
場
支
配
を
意
図
し
た
戦
前
の
力
.

ル
テ
ル
組
織
は
、

.

「

人 

絹
連
合
会」

で
あ
っ
た
。
こ
の
：

「

人
絹
連
合
会」

は
、
戦
前
の
化
織
産
業
の
発 

展
の
性
格
、
即
ち
、
増
産
と
操
短
の
歴
史
の
中
で
昭
和
四
年
に
成
立
し
た
。
換 

|

日
す
れ
ば
、
戦
前
の
人
絹
工
業
の
急
激
な
発
展
は
、
他
方
に
於
て
つ
ね
に
過
剰 

生
産
の
不
安
を
孕
み
、
そ
の
.対
策
と
し
て
力
ル
テ
ル
支
酩
を
ー
層
強
化
寸
る
必 

要
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、.「

人
㈱

豸
ム
ロ
^

」

は

か

か

る

課

題

を

担

っ

て

結 

成
さ
れ
た
。.
従
っ
て
、
当
然
のこ
：と
な
が
ら「

人
^

連
ム
ロ̂

」

の
主
要
な
目
的 

は
、
生
産
調
節(

操
顧)

と
義
務
輸
出
を
テ
コ
と
す
る
糸
価
維
持
策
で
あ
っ
た 

,
訳
で
ぁ
り
、
事
実
、
連
合
会
は
昭
和
©
牟
末
か
ら
五
分
の
操
短
と
五
分
の
義
務

輸
出
を
行
っ
て
い
る
。

又
、
連
合
会
は
国
内
流
通
面
に
於
て
、
市
場
搿
策
と
し
て
人
絹
糸
配
給
の
全

.

.

.

.

. 

.

三
五
'

(

七
〇
七〕



国

的

騷

と

し

て

の-»
篇

店

」

：を
：し
て
連
合
会
加
盟
以
外
の
い
わ
ゆ
る
.ァ
オ
：
.

 

ト
サ
ィ
ダ
ー
の
製
品
は1
切
こ
れ
を
取
り
扱
わ
な
い
。
文
、
連
合
会
加
盟
会
社
.
 

は

「

i

0
」

fe
l

外
に
.
一
切
こ
れ
を
販
売
し
な
い
旨
の
相
互
独
占
的
協
約
を
：む 

す
び
、
そ
の
独
爲
地
位
の
強
化
を
策
し
た
。

,■
:

‘
 

ち
な
み
に
、
そ
の
当
時
に
於
け
る
人
絹
^

成
に
つ
い
て
見.れ
ば
、.T

人 

絹
f

は
大
正
十I
年
の
年
平
均
五■ i

八
円
を
最
高
と
し
て̂

^

歩
調
を
た
ど■
 

り
、
昭
和
六
年
に
は
九
七
円
に
低
落
、
昭
和
十
二
年
に
至
っ
て
は
八
九
円

I

八 

三
円
に
ま
で
漸
落
し
た
。
而
る
に
生
産
原
価
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
素
逸
三
氏
の 

計
算
に
ょ
る
と
昭
和
四
年
の
生
産
贤
は
一
四
ニ
円
で
同
八
年
に
は
五
三
円
に
.な 

り
、
糸
価
の
最
も
低
迷
で
あ
っ
た
十
ー
年
に
は
罾
^
費
を
含
ん
で
も
ー
函
当
り 

四
五
円
に
ま
で
引
下
げ
得
た0?
~

と
い
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
て
そ
の
利
潤
の
犬
い 

さ
を
伺
わ
せ
る
。
 

'
 

か
か
る
独
占
利
潤
の"
し
わ
"

は
、

一
系
列
の
取
引
を
通
じ
て
零
細
機
業
に 

転
嫁
さ
れ
る
。
極
端
な
低
賃
金
が
こ
れ
を
支
え
る
。

一
方
で
は
、
機
業
家
と
人 

絹
会
社
の
対
立
を
激
化
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
昭
和
五
年
福
井
に
於
て
は
、

つ
と 

に

「

義
務
輸
出
と
い
ぅ
名
の
ダ
ン
ピ
ン.
ダ
は
、
国
内f

を
吊
上
げ
る
こ
と
に 

ょ
っ
て
砠
ア
り
損
を
全
部_

,

に
転
化
す
る
も.の
で
あ
る」

と
し
て
こ
れ
に" 

反
対
す
る
運
動
は
、
人
絹
糸
の
輸
人
関
税
1

の
動
き
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。

こ
の
動
き
は
、
殆
ん
ど
初
期
の
目
的
を
達
し
な
か
っ
た
が
か
か
る
事
例
.の
中 

に
人
絹
機
業
を
支
配
し
、
経
営
の
危
機
を
'も
た
ら
す
究
極
の
も
の
が

「

独
£
的 

大
工
業」

で
あ
る
と
い

う
こ
と
。
逆
に
い
え
ば
、「

独
占
的
大
工
業」

に
と
っ 

て
広
巩
な
機
業
の
存
在
は
か
か
る
意
味
に
於
て
む
し
ろ
必
要
な

%-
の
で
あ
る
と

-

. 

-

H六
:(

七
〇
八)

； 

い
ぅ
こ
と
”

域
上
ナ
翁
単
に
問
題
の
所
在
を
列
記
し
た
0

::
.

|£(

1

>

,
名
和
銃
|

、
小
倉
俊
、
' 
藤
田
一
雄
共
著「

日
本
資
本
主
義
と
化
学
繊 

' 

維
産
業」

：経
評
三
十
年
七
月
ロi

照
。
.

..

(

2

0

，戦
前
に
つ
い
て
の
人
絹
機
業
の
資
料
は

「

人
絹
年
鑑」

，
昭
和
十
二
、

‘

三
年
版
を
多
く
使
用
し
た。
.

，.'
*

(

3

)

こ
の
点
に
つ
い
て
の.
戦
前
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
小
宮
山
琢
ニ
著 

'「

日
本
咿
小
工
業
研
究

」

を
参
考
と
し
た
。
そ
れ
に
ょ
る
と
、
こ
の
生
産 

旋

回

を「

家
内
工
業
：は
小
規
模
エ
攥
制
工
業
と
新
問
屋
制
工
業
に
解
体
し

.
 

.
た」

と
い
わ
れ
、
中
小
エ
，業
の
担
ぅ
問
題
を
後
者
の
中
で
追
求
し
て
い
る 

が

「

大
エ
業
の
社
会
的
性
格

」

>.
の
関
連
の
中
で
問
題
性
を
把
え
る
な
ら 

「

問
屋
制」

だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
の
で
⑶

に
於
て
市
場
的
側
面
の 

「

問
題
性」

を
明
ら
か
に
し
た
。
'

C

4)
「

人
賴
年
鐽」

'
昭
和
十
二
年
版「

人
絹
価
格
の
構
成
に
つ
い
て

」 

参
照
。
 

.

.

■

尙
、
戦
前
の「

レ

!

ョ
ン
，産
業」

に
つ
い
て
は
、

「

東
洋
レー

ョ
ン
社
史」 

「

帝
人」

の「

当
社
の
沿
革
と
化
学
繊
維
工
業
概
観

」

、
へ
人
絹
機
業
に
つ
い 

て
は
前
記
の「

人
絹
年
鏟
•-

を
多
く
使
用
し
た
。

：

一一、

戦
後
過
程—

第

一

段

階
.

前
節
忆
於
て
栺
摘
し
た
人
絹
機
業
の
戦
前
に
有
し
て
い
た
性
格
、
そ
れ
が
担 

っ
て
い
た
問
題
は
、
戦
後
過
程
の
中
で
一
層
明
瞭
に
、
内
容
的
に
は

 

一

雑

!

輸出高

nwrw i ia i - w a — ― k— w ―

内 . 訳

原糸 織物 .

昭24 24,108 79.3 20.7
25 36,900 15.5 84.5
26 60,247 28.3 .71.7
27 50,856 25;9 74-1
28 57,349 28.B 71.7

.

件
の
変
化
に
ょ
っ
て
早
期
に
変
更
を
迫
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事

it

で
あ

.
ノ
 

二
十
四
年
か
ら
二
十
五
年
に
か
け
て
人
絹
■の
輸
出
高
に
し
め
る
原
糸
と
織
物 

'

の
大
巾
な変

更
-
:
-

こ
，の
期
間
に
於
て
、M

高
に
し
め
る
原
糸
の
割
合
は
七 

九
％
か
ら
.1

五
％

へ
、
逆
に
織
物
は1
1〇
％
か
ら
八
五
％
と
全
面
的
に
そ
の
比 

率
を
変
え
て
い
ふ(

第
六
表)

。

第六表輸出内訳

1) 内訳は実数に基く亩分比

2 ) 、出所第二表に同じ。

.
'

「

東
洋
レ
ー
3

ン
社
史」 

は
こ
の
推
移
を
次
の
如
く
の 

ベ
て
い
る
。「

ニ
十
四
年
奴 

来
翰
出
不
振
と
国
内
需
要
の 

.
減
退
が
著
し
く
な
り
、
こ
の 

状
況
.は

ニ

十

五

年

わ

入

つ

.て 

ま
ず
ま
す
深
刻
化
し
人
絹
糸 

の
滞
貨
は
増
加
す
る
の
み
で

1 

一

I

月
末
に
は
全
国
合
計
の
人
絹
糸
滞
貨
は

1.1

千
四
百
万
封
度
に
及
び
こ
れ
は
当 

時
の
人
絹
糸
生
産
の
約
三.、
五
力
月
分
に
相
当
す
る
。

」

か
く
し
てn

-T

四
年 

十
月
人
絹
糸
及
び
同
製
品
の
配
給
統
制
が
廃
止
さ
れ
、

：

更
に
ニ
十
五
年
一
月
に 

は
^

^

制
が
廃
止
さ
れ
で
内
地
向
販
売
に
主
力
が
法
が
れ
た
。

」

i

a

す
れ 

ば
、
海
外
ホ
場
の
罾
ホ
化
が
人||^

せ
の
罾
ポ
罾_

の
条
件
を
双
心
せ
し
め
、

.

か

か

る

事

態

を

背

景

と

し

て

抓

め

て

人

絹

機

業

の

復

一

兀

がi

的

に

と

り

あ

げ
 

ら

れ

た

？.

.

'

4

V

-.
:

へ 

.

.

.

.

.

従
つ
て
、
独
占
に
へ
と
つ
て
入
絹
機
謹
元
の
意
因
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ

三

七

(

七
〇
九)

な
関
連
を
も
っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
産
業
に
於
て
主
導
的
地
位 

を
占
め
る
独
占
的
人
絹
会
社
の
银
展
を
規
定
し
た
諸
条
件
が
人
絹
機
業
と
め
接 

触
を 

一I1
-
密
接
な
も
の
た
ら
し
め
た
こ
と.で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
は㈣
#:
の 

衡
興
過
程
そ
の
も
の
が#

^

ょ
く
伝
え
て
い
る。

,

1

規

定

的

条

件

 

'
 

■

戦
後
の
繊
維
産
業
の
復
興
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
他
の
産
^
に
於
け

る
と
同 

じ

く

占

簾

の

'

「

管

理

政

策

J
.

の
.一
環
と
し
て.と
り
.あ
げ
ら
れ
た0 
,
こ
れ
に
ょ 

っ
て
繊
維
産
業̂

課
さ
れ
た
役
割
は
、「

食
&

そ
の
他
の
必
要
物
資
輸
入
の
た.
 

め

の

見

返

物

資

坐

産

の

増

加

」

及

び

産

輕

興

の

中

枢

俅

，の
形

1
|
|
と
. 

い
ぅ
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
た
め
そ
の
復
興
は
急
が
れ
、
そ
の
方
向
ば
極
端
に
輸
ご 

出

が

藤

さ

れ

た

。«

削
に
有
し
で
い
た
レ
丨3
ン
産
業
の
外
貨
手
取
率
め
高¥
 

さ
は
、
か
く
し
て-

^

軍

当

局

に

ょ

っ

て

新

し

い

内

容

を

も

た

さ

れ

引

き

継

.が 

れ
た
:°

昭
和
ニ
十
.
一
年
十
月「

繊
維
塵
業
再
建
三
ヵ
年
プ
ラ
ン
し

…

に
ゐ
り
先
ず
-
 

そ
の
復
興
が
開
始
さ
れ
た
。
次
い
で
 

一
一
士
一 
年
ー
.
.ガ
、
総
司
令
部
か
ら
人
砠
ボ
、 

ス
フ
糸
の
輸
出
原
則
が
指
示
さ
れ
、

「

人
絹
ヰ
は
各
月
生1

日|
申
ー
|ー
 

〇
万
.封
度 

も
し
く
は
三
分
の
ニ
の
い
ず
れ
か
大
き
い
方
を
輸
出
向
織
物
用
と
し
て
残
部
は 

へ
全
部
原
糸̂

3

す
る
方
式
が
汞
さ
れg

。1-
か
く
し
て
、
そ
の
復
興
の
重
点
は 

、
特

に

原

糸

輸

出

を

中

心

と

し

て

進

め

ら

れ

た

。
. 

.

 

こ
の
プ
ラ
ン
に
対
し
、
生
産
の
実
績
は
撤
か
に
そ
れ
ぞ
れ
五

0

%
余
に
す
ぎ 

.
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
も
ち
ろ
ん
、
^

維
産
^

に
め
げ
る̂

#
0'

破
壊
と
、
そ
.. 

の
復R

過
程
の
讓
さ
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
：
し
か
し
と
ど
で
問
題 

な
‘
の
は
、
か
か
る
ブ
ラ
シ
で
強
調
さ
れ
た
原
糸
輸
出
が
戦
後
'の
海
外
市
場
条 

'

化
繊
鹿
業
に
於
け
る
中
小
！！
業

の

分

析.



第八表規模別機業数  第 七 寧 埤 I?别分布

規 模 別 エ捧数 % 規 模 別 . 工場数 % 生産:高 力織辉合数

台 9,046 53 41台̂ 50台 203 1:2 福 井 263,072 42,288
6台〜10台 3,726 22 .51与〜100合 324 1.9 石 川 196,032 30,624,

11台 <〜<20台 2,211 13 l01台〜200谷 116 0.7 群 馬 25,146 10,572
21台〜30台， 790 4.7 即1台〜500台 34 0.2 富 山 18,925 ■ 4,092
31台〜 40台 849 2.1 50 i以上〜1,000合 9 山 ■ m 16,407 13,748

1> 2 6 年 4 月現在
全 周 計 659,552 185,905

2 ) 総合数（力織機) 1 9 万台 1) 単位 生産高千平方碼

3 ) . 工場数 1 万 7 千 2) 出所 「繊維統計年報」31年版

'

三

八
?'1

0
)

て
独
占
資
本
の
人
絹
機
業
へ
の 

進
出
が
目
立
ち
、
産
地
問
屋
の 

機
能
は
い
ぢ
じ
る
し
く
狭
め
ら 

れ
た
。
具
体
的
に
は
福
井
の
如 

く
菡
接
化
|

社
の
支
配
の
下 

'
で
大
鹿
が
戦
前
の
問
屋
に
替 

.

.る
機
能
を
果
し
て
い
る
。
た
だ 

こ
の
場
合
®

と
機
業
家
と
の 

関
連
は
®

刖
の
問
屋
制
的
賃
加 

エ
で
は
な
く
、
資
金
的
負
担
を 

軽
減
し
、
そ
の
回
転
、
を

早
め
る 

た
め
原
糸
は
多
く
の
場
合
売
貿 

の
形
式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い 

.る
0

し
た
が
っ
て
、
機
業
に
と 

っ
て
は
戦〗

刖
の
加
工
賃
に
よ
る 

.

.い
わ
.ゆ
る
賃
機
に
代
っ
て
独
占 

f

に
よ
る
収
奪
の
部
面
が
多

く
な
っ
て
い
る
。

:

も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
、
機
業 

地
が
分
散
し
、
且
つ
き
わ
め
て 

.
零
細
機
業
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ 

て
い
る
人
絹
機
業
に
於
て
は
問

と
が
で
き
る
。
即
ち
、：

一
方
で
は
、
人
絹
機
業
の
も
つ
低
賈
金
を
刺
用
し
た
微 

物
の
ダ
ン
ピ
ン
グ#
|±
1

の
中
で
人
絹
糸
の
増
加
を.ま

か

な

い

、
..
:
.
他

方

で
は

、
0 

占
的
糸
価
に
よ
る
人
絹
機
業
よ
り
の
収
奪
にJ :'
:
.っ
て
資
本
'の

蓄

積

を

お

し

す

す

め
る 
0
'
. 

' 

.

•
、

.

.

.
,
■
' 

ノ

,

, 

:

.

、

■

.

.

.
こ
の

よ

ぅ
な
1

の
仕
方
は
、
，ほ
ぼ1

|̂
1
を
踏
駿
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 

が
、
か
か
る
締
合
の

T
層
：の.強
化
は
、
.入
絹
機
業
の
展
開
に
於
て
具
体
的
な
変 

化
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
く
るo 

:

:
;■
:

.

'

?

、
具

体

的

変

化
'

/

.

r

昭

和

三

十

一

年

度

繊

麗

計

年

報

」

に

よ

る

人

絹

機

業

の

業

者

数

は

約

.一
一 

万
余
，を
数
え
る
。こ
の
ぅ
ち
，三
：十
人
未
満
の
零
細
規
模
機
業
の
し
め
る
割
合
は 

約
九
割
強
を
しめ
、
そ
れ
の
人
絹
織
物
総
生
産
高
に
し
める
！
^
ロ
は約
七
劐
に 

達
し
て
い
る
。，
地
区
別
に
見
れ
ば
第
七
表
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
総
生
産
高

‘
 

の
七
割
は
、.
福
井
、
.石
川
が
し
め
て
い'る
。
.
そ

^
平

均

規

模

は

最

大

の

機

業

地 

福
井
を
と
っ
て
見
て
も
二
十
四
台

c

二
十
六
年)

、
石
川
の
そ
れ
は
一
一
十
一
台
と 

い
ず
れ̂

そ
の
規
横
は1

刖
よ
り
零
細
化
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
零
細
機
業
は1

削
に
於
て
は
、
.多
く
産
地
問
屋
の
支
配
下
に
あ
っ
た 

も
の
で
あ
る
。

だ
が
^
#
に
於
て
は
産
地
問
屋
の
支
配
力
の
後
退
が
特
徴
的
な
現
象
で
あ 

る
。
戦
前
と
の
比
較
に
於
て
い
え
ば
、
戦
前
産
地
問
屋
は
そ
の
強
力
な
機
業
支 

配
と&

業
家
を
兼
営
す
る
中
で
零
細
機
業
を
問
屋
制
的
に
支
配
し
，、
人
絹
会
社 

の
ヵ
ル
テ
ル
支
配
の"
し
わ
〃
を
機
業
に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
だ
が
戦 

後
の
独
占
資
本
の
蓄
積
の
根
幹
が
国
内
市
場
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
と
結
び
つ
い

第九表糸高，布安

年 八
素材原糸 織 物 .

48 149.1 136.1
49 360.5(4-140) 268.2(+97)
50 476.2 673.7
51 673.7 413.3
52 566.2C-16) 311.6C-26)
53 544.8 302.8

( ) 内増減率

第十表物価指数の比較

，人絹.舉 人絹織

48年 100 . 100
50上 228 189

下 418 267
51上 • 541 308

360 .224
52上 317 209

下 279 ’ 172
53上 290 189

下 341 204
54上 319 188

「綿ど化繊の産業構造」より転載

M-

の
利
用
さ
れ
る
面
も
非
常
に
多
い
。

た
と
え
ば
レ
ー

m

ス

マ

フ

ラ

ー

(

佩 

生)

.

の
如
く
四
五
軒
の
度
地
問
屋
の
下
に
約
三
〇
〇
軒
の
機
業
、

一
八
〇
〇
台

C
4

)

の
織
機
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
石
川
県
に
於
て
も
産
地
問
屋
の
機
業
支
配
は
強

\ 
o 

- 

i

.

こ
の
場
合
に
は
、

化
娥
会
社
へ
の
原
料
面
に
於
け
る
従
属
を
強
め 

る
。「

売
賈
形
式」

"

事
実
上
の
賃
織
り
形
式
を
と
っ
て
い
る
場
合
、
産

地

問

, 

屋
の
存
立
は
独
占f

に
よ
.る
上
'か
らの〃しわ

"

の
加
工
賃
の 

切
下
げ
に
ど
れ
だ
け
転
嫁
さ
せ
得
る
か
.に
か
か
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
にし
ろ

、 

地
域
的
な
産
地
問
屋
の
支
配
力
の
後
退
は
、
機
業
を
原
料
の
購
入
、
製
品
.の
販 

売
に
於
て
直
接
市
場
と
接
近
せ1

め
独
占
資
本
と
の
関
連
を
深
め
る
。

か
か
る
展
開
態
様
の
下
でf

の
化
繊
会
社
が
人
絹
機
業
に
対
す
る
市
場
政 

策
と
し
て
始
め
た
も
の
は
流
通
過
程
を
通
ず
る

「

_

政
策」

で
あ
っ
た
。

化
織
鹿
業
に
於
け
る
中
小
機
業
の
分
析

:

3-
独
占
と
ひ
闋
運

.

戦
後
に
お
け
る
独
占
的
化
繊
会
社
の
復
興
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
戦
時
過
程
を 

経
て
著
し
く
集
中
化
さ
れ
た
こ
と
で
.あ

る

。
人
絹
六
社
で
ほ
ぼ
百
パ
ー
セ
ン
ト 

を
し
め
る
。
こ
こ'で
生
産
さ
れ
る
人
絹
糸
は
そ
の
八
〇
％
が
市
販
さ
れ
、
約

一

一
 

万
の
人
絹
機
業
家
は
こ
れ
ら
六
社
に
全
面
的
に
原
料
を
依
存
し
て
い
る
。

か
か
る
原
料
部̂

の
著
し
い
強
化
をf

に
一一 ,

十

五

年

^

^

制

が

は

ず

さ 

れ
た
。
そ
の
後
に
於
け
る
原
料
、
製
品
f

の
比
較
は
第
九
、
十
表
の
通
り
で 

あ
る
。
こ
れ
が
示
す
よ
ぅ.に
そ
の
製
品
^
^
は
五
十
一
年
以
降
か
な
り
下
っ
て 

.い
る
。
而
も
原
糸
の
値
下
り
は
織
物
の
値
下
り
ほ
ど
激
し
く
な
い
。
更
に
、
そ 

の
.
1

構
成
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

1

方
は
価
値
以
上
の
§

で
の
販
売
で
あ 

る
。
他
方
は
、
価
値
以
上
の
原
料
を
購
入
し
、
零
細
機
業
が
惹
起
す
る
過
度
競 

争
に
よ
っ
て
低
廉
な
贩
売M

は
固
定
化
す
る
。
そ
れ
は
し
ば
し
ば
正
常
な
費 

•

,

用
■

に
も
達
し
な
い
。
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
こ
の
点
を

.
 

4
 

8
 

I

Mら
か
に
し
よ.ぅ
。
 

.
.
.

2

1

り
' 

第
十
一
表
は
レ
一
ヨ
ン
ニ
次
製
品
と
.し
て
の
レ
ー
ヨ
ン
マ
フ.

IJ(

5 )

I
_

_

__

造
ラ

ー

の
.販
売
価
格
の
推
移
で
あ
る0

_

そ
.の
籍
は
ニ
十
七
年
以
降
い
わ
ゆ
る
デ
フ
レ
政
策
を
反
映 

.
34
31
_

し
て
か
な
り
急
速
に
下
落
し
て..い
る
。
今
一
ポ
ン
ド
ニ. ニ
◦
円 

'

«

の
糸
価
で
換
算
す
.？
)
.と
マ
ア
ラ
丨_
—*

枚
当
り
の
所
要
糸
量
〇
：

:

5

1

五
五
封
度
で
あ
る
が
ら
一
枚
の
糸
代
は
三
四
円
。
織
工
賃

一 

■

54
.

r-
f

v:
:
:牧
当
り
三
円
を
基
礎
に
し
た
加
工
賃
の
合
計
.は
ニ
十
八
年
頃
ニ 

.

ニ
円
で
あ
る
か
ら
計
五
六
円
。

」

ダ
-
ス
当
り
六
七
ニ
円
で
あ

n

ニ

九

(

七
.ニ 

)



第十一表

ラ一販売価格

24 1,290円
. 25 1,260

26 946
27 687
28 635
29 600

( ダ—ス当り価格） 

桐生織物協組資料

i  衣.

|

フ

格E
'

る
。
上
掲
の
表
が
ら
ニ
十
八
年 

^

,2
9

,2
6

94
68
63
60
■
 |

に
は
す
で
I

宇
に
な
っ
て
い 

f

j
=i

1

1

o f
臟
'
' 

る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
検
討
す
る
：

^
 

^

1——

-̂

-

-

-

-1

ス
_

と
、

一
枚
の
織
工
賃
三
円
で
計

24
25
26
27
28
29《

|

 

.

算
す
る
と
十
ニ
時
間
労
働
'で
織 

• 

.
機
の
回
転
数
を
一
三
〇
回
転
と 

す
る
と
ニ
台
持
一
日
の
織
高
は
約
七
〇
枚
.で
あ
り
、

一
日
の
出
来
高
賃
金
は
ニ
 

•

四
五H

：

に
な
る
。
し
か
も、
' 
か
.か
る
^

^

の

下
落

が

，、

耐

用

年

数

十

五

年

以

上 

の
！̂

が
八
〇
％
で
あ
る
と
い
っ
た
き
わ
め
て
生
産
姓
の
#
い
状
態
の
中
で
お 

こ
な
わ
れ
た
。
 

/

 

.

従
っ
て
、

加
工
賃
の
切
下
げ
は
一
層
の
低
賃
金
と
労
働
の
強
化
を
機
業

.
 

労
働
者
に
押
し
つ
け
る
こ
と
以
外
経
営
の
危
機
を
回
避
す
る
方
法
は
な
か
っ 

た
。
 

■:

以
上
簡
単
に
こ

の
時
期
O'

推
移
を
見
て
き
た
。

■

が
か
る
事
態
を
必
至
化
せ
し 

め
る
要
因
と
し
て
そ
の
存
立
態
様
を
特
徴
づ
け
る
過
度
競
争
、

，
さ

ら

に

そ
れ
の 

独
占
に
と
つ
て
の
合
理
的
な
利
用

=

収
奪
が
指
摘
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
機
台

C
6

)

数
に
比
較
し
て
の
国
内
向
原
糸
量
の
僅
少

(

絹
人
絹
織
機
ニ
〇
万
合
に
対
し、

.
 

出
廻
糸
に
ょ
り
迤
転
可
能
台
数
は
一
四
万
合
弱
に
過
ぎ
ず
、

約
六
万
合
の
過 

剰
設
備
が
計

上

さ

れ
て

い

る

。)

と
い
ぅ
事
実
は
、.
零
細
規
模
機
業
に
附
帯
す 

る
過
度
競
争‘を

，
一
層

激

化

せ

し

め

、

独

占

価

格

の

維

持

を

き

わ

.
め

て

容

易

に

す 

る
々
 

.

.

四

〇

(

七 

一
ニ)

と
ま
れ
、
中
小
機
業
に
於
け
る
過
度
的
展
開
の
態
様
が

P

通
過
程
を
通
ず
る 

独
占
利
潤
の
収
取の
た
め
の
絶
好
の
条
件
だっ
.た
■の
で
あ

り

、
そ
れ
ゆ
え
に
、 

そ
ご
に
於
け
る
設
備
の老
朽

、

規
模
の
零
細
性
、

過
度
競
争
等
の
経
営
に
と 

っ
て
©.

悪
条
件
は
、■
き

わ

め

て

，合

理

的

な

存

在

理

由

を

も

っ

て

い

た

の

で

あ 

る
。
 

：

11(

1

)
「

東
洋
レ
ー
ョ
ン
社
史

」

一
二
五
頁
。

(

2)

同
上
.0

'

(

3

)
「

罾
濰
産
業
再
建
三
ヵ
年
案

」
「

経
罾
復
興
訃
画
ー
次
案
、
同
改
訂 

.

-，
.
案」

'「

自
立
経
済
審
議
会
案

」

等
参
照
。

(

4

>

各
機
業
地
の
実
態
、に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
庁
の

「

産
地
診
断
報
告 

書」

を
参
照
。

. 

.

.

(

5

)

 

ニ
次

製

品

と

し

て

の

レ

ー

ョ，
ン
マ
フ

ラ

ー

に

つ

い

て

は

、前

記r

診 

断
報
告
書」

の
他
、
永
山
武
夫
.
佐
ロ
卓
両
氏
の

一

連
の
実
態
調
査
が
あ 

る
。

(

6

)
「

過
度
競
争」

の
現
象
形
態.と
し
て
，.

「

具
体
的
態
様」

更

に「

独
占 

に

ょ

る

，そ
の
利
用」

は
把
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
.て
そ
の
利
用
形
態 

は
多
様
で
あ
る
。
原
糸
流
通
量
の
調
節
に
ょ

る

そ
の
利
用
も
一
方
法
で
あ

.
り
、

後

の

系

列

化

に

於

ては
、

系

列

外

機

業

の
そ
れ
は
、

系

列

機

業

の

低

.

賃
金
を
.間
接
的
に
規
制
す
る
。
前
者
の
利
用
方
法
の
具
体
的
実
例
は
、
狭 

間
源
三
著r

化
織
資
本
に
よ
る
市
場
支
配
機
構

」

参
照
。

:

=r
:

:

苒

編

成

過

程

一
^
 
ニ

僅
 

.

1

そ

の

背

景
.

‘一

方
に
於
け
る
織
物
輸
出
の
増
大
と
他
方
に
於
け
る
人
絹
機
業
ょ

り

の
収
奪 

は
、
動
乱
ブ
I

ム
の
過
程
で
化
繊
会
社
に
莫
大
な
独
占
利
潤
を
も
た
ら
し
だ
。

こ

の

過

程
で

そ
の
独
占
g

rf
j

場
支
配
を
通
じ
て
糸
価
のi

-p
s
的

な
高
騰
を
.
 

可
能
に
し
た0*1

一
十
六
年
の
糸
価
は
最
高.五
一
六
円
、最
低
ニ
〇
〇
円
で
あ
り
、 

さ
ら
に
、
こ
の
価
格
変
動
を
利
用
し
た
投
機
的
利
潤
を
可
能
に
し
た
。
.1.

輸
出
の
一
時
的
増
大
を

き
..

っ
か

け

と

す

る
動
乱
ブ
ー

ム
は
確
か
に
独
占
の
蓄 

積
を
急
速
に
高
め
た
が
、，
そ
れ
は
同
時
に
そ
こ
に
内
包
さ
れ
た
矛
盾
を
も
急
速 

に
成
長
せ
し
め
、

：

ブ
I

ム
終
熄
と
共
に
過
剰
生
産
の
様
相
を
深
刻
化
し
た
。
ニ 

つ
に
は
ブ
ー
ム
の
過
程
を
通.じ
て
物
価
高
が
促
進
さ
れ
、.そ
れ
が
激
し
く
輸
出 

不
振
を
招
来
し
た
。
他
方
で
は
、
そ
の
販
売
市
場
と
し

V

の
機
業
は
流
通
過
程 

の
混
亂
等
を
契
機
と
し
て
著
し
い
不
安
定
に
あ
っ
た
。

’ 

■ 

■

過
剰
生
産
は
先
ず
輸
出
の
減
退
を
契
機
と
し
て
顕
在
化
し
た
。
人
絹
糸
生
産 

高
に
し
め
る̂

^

の
比
重
は
ニ
十
六
年
の
四
彐
％
か
ら
三
五
%

に
低
下
し
、
特 

に
原
糸
輸
出
は
同
期
間
に
ニ
五
％
も
大
巾
に
低
下
し
、

.

.人
絹
織
物
も
一11%

近 

X

減

少

し

て

い

る

。

：； 

•

..
：

か
か
る
輸
出
の
減
退
は
直
ち
に
国
内
市
況
の
悪
化
と
な
っ
て
現
わ
れ
、
人
絹 

糸
在
庫
は
二
十
六
年
三
月
を
底
と
し
•て

増

大

の

傾

向

を

た

ど

り

、

価
格
も
一
一
十 

七

年

年

初

の

一

一

五

八

円

の

糸

価

が

十

二

月

に

は

--

九
◦

円

に

急

落

し

た

。

「

一
一 

士
ハ
七
年
に
於
て
輸
患
退
か
ら
値
下
り
は
激
し
々
二
十
六
年
末
に
は
商
社
の

化
繊
産
業
に
於
け
る
中
小
機
業
.の
分
祈

倒
産
が
続
出
し
、
：市
況
は
恐
慌
状
態
に
陥
っ
て
い
る
。

」

こ
の
よ
ぅ
な
事
態
を
前
に
化
繊^

社
は
、

一
方
で
は
滞
貨
の
増
大
を
滞
貨
融 

資=
=

こ
れ
は
ニ
十
六
年
末
よ
り
日
銀
を
逋じ
て
行
わ
れ
た==

と
操
短=

=

一
一
十
七 

.

年
初
め
.
よ
り
人
絹
糸
約
ニ
〇
％
の
自
主
操
短
を
申
し
合
せ
.て
い
る==

に
よ
っ
て 

市
況
.の
回
復
を
計.り
な
が
ら
、.同
時
.に
こ
の
•期

を

出

発

点

と

し

て

化

繊

会

社

が 

え

ら

ん

だ

恐

慌

の

回

避

と

そ

の

積

極

的

打

開

策

.は

い

わ

ゆ

る

デ

フ
レ
砠

罾

で

あ 

■ 

d
 
た
。

.

.

'

: 

へ 
•

即
ち
、
独
占
禁
止
法
の
改
正' (

昭
和
ニ
十
八
年)

を
^

^

と
し
、
⑽
さ
の
強 

化
を
背
景
と
し
て
合
理
化
を
遂
行
し
、
個
格
を
則
き
下
げ
る
こ
と
の
中
で
ダ
ン 

ピ
ン
グ
輸
出
を
強
行
す
る
こ
と
で
あ
V

た
.0
.

も
と
も
と
、
合
理
化
は
価
格
を
切
下
げ
、
.
個
別
的
価
値
を
低
下
さ
せ
る
こ
と 

に
よ
っ
て
利
潤
の
増
大
を
計
る
.。
、
そ
れ
ば
生
摩
過
程
に
於
け
る
労
働
の
生
産
性 

と
免
働
の
強
化
を
一
層
す
す
め
る

(

第
十
二
、
三
表
参
照

)

。
こ
れ
に
よ
っ
て
独 

占
資
本
.は
た
と
え
価̂

が
卞
落
し
.て
%'
利
}1
«
を
増
加
さ
せ

る

こ

と

が

で

き

る 

の
.
で
■あ
り
、
他
方
で
'は
競
争
力
を
強
め
て
海
外
市
場
へ
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
に
よ
る 

市
場
の
拡
大
を
計
るこ
：と
が
で
者
る0

こ
の
よ
ぅ
な
合
理
化
の
過
程
に
砠
ぽ
し
、

.

こ
-0

時
期
の
設
備
投
資
は
、
そ
の
量
的
増
大
の
時
期
を
終
り
、
合
理
化
の
局
面 

を
反
映
し
てT

設
■

の
近
代
化
、
技
術
の
更
新
が
計
ら
れ
、
各
工
程
の
連
続
化

に
対
し
努
力
が
行
わ
れ
た
。
人
絹
糸
の
一
人
.当
り
運
転
可
能
設
備
は
ニ
十
六
年 

奴
降
か
な
り
上
昇
し
、
ニ
十
五
年
の
二
八
四
封
度
は
二
十
六
年
四
四
六
封
度
、
ニ 

十
八
年
に
は
五
：

I:

一：0

卦
度
と
伸
び
、
合
理
化
の
成
果
を
現
し
て
い
る
。」

•

.

か
か
る
独
占
に
於
け
る
変
化
は
、
当
然
、
人
絹
機
業
に
或
る
変
化
を
も
た
ら

.

.

.

 

. 
•
 

バ

四

1
(

七 

U
1
1
)

-

.....- 

.

.

. 

. 

, 

.

.

.

. 

:

. 

.

. 

• 

• 

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

• 

•



1 ) ポ ソ ド 当 り 価 格

2 )  r 繊 維 統 計 月 報 」

1 ) 「 日 本 経 済 四 季 報 」 1 4 集 よ り 2) (  • ) 内 指 数

第 十 三 表 労 働 の 生 産 性

年 “ へ

100封 度 当  

使 用 人 員

1 人 当 り

月 産 高

24 13.42 175.6
25 9,39 259.3
26 7.80 323.5
27 6.86 343,3
28 5.83 399.6

( 日 本 化 繊 協 会 資 料 ■ )

' 第 十 四 表 二 重 価 格

I 国 内 価 格 I 輸 出 価 格

27, 6 235 244
12 200 198

28. 6 247 220

12 280 : 226
29. 6 209 ,190

12 200 153
30. 6 189 160

12 234 160

第 十 二 表 労 働 の 強 化

年 度 \

人 絹 糸 生 産 高  

A
労 働 者 数  

B A /B 平 均 賃 金

25 103.223(100) 68,603(100) 100 ---
26 137.937(133.6) 70,235(110) 121 9,890(100)
27 142.191(137.8) 75,088(118) 116 10,315(104)
28 163.262(158.6) 79,110(124) 127 11,548(116)
29 184.852(179.1) 81,042(127) 140 •12,346(124)
30 195.352(189.3) 78,516(123) 153 11,639(117^

制」

を
公
然
化

し

、
そ 

れ
を
テ
コ
と
し
て
国
内 

.
価
格
を
吊
上
げ
、
人
絹 

機
業
に
そ
の
負
担
を
転.
 

.

.
嫁

す

る

パ

第

十

四

表

参 

照)

。
更

に「

人
絹
パ
ル 

-

プ
リ
ン
，
.ク
制」

を

復

活

し

て

く
る
。
従
来
の
イ

ン

フ

レ
的 

な
高
価
格
の
政
策
が
輸
出
の
減
退 

を
契
機
と
し
て
過
剰
生
産
を
招
来 

し

た

。

か

く

し

て

、

こ
の不
况
を 

さ
か
い
に
し
て
独
占
の
市
場
政
策 

は
ー
部
修
在
さ
れ
、
こ
の
面
で
若

四
ニ 

(

七
一
四)

し
、
市
販
糸
に£

0

条
件
付
販
売(

輸
出
証
'明
書)

を
強
®]

し
、

一
層
の「

糸 

.高
、
祐
安」

の

体

系

を

強

化

し

な

が

ら

、

而

も

そ

れ

を

ダ

ン

ピ

ン

グ

輸

出

と

直 

結

せ

し

め

る
。

•

「

合
理
化」

は
、
又
が
か
る
体
制
を
必
然
化
せ
し
め
る
よ
ぅ
な
変
化
を
中
小 

機
業
に
も
た
ら
し
た
。
動
乱
後
の
不
況
は
、
^

^

の
下
落
、
市
場
の
縮
小
に
よ 

っ
て
生
廣
性
の
低
い
中
小
機
業
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。
老
舗
西
野
産
業
の 

倒
産
事
件
は
、
何
よ
り
も
こ
の
時
期
.の
人
絹
機
業
の
，危

機

を

象

徴

す

る

も

の

だ 

ろ
ぅ
。
か
く
し
て
、
流
通
過
程
の
収
縮
、
1

の
下
落
は
多
く
の
入
絹
機
業
を 

破
壊
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
中
小
機
業
の
低
賃
金
、は
一
層
強
め
ら
れ
る
。
こ
れ 

は
独
占
会
社
と
中
小
企
業
に
於
け
る
賃
金
較
差
と
な
っ
て
現
象
す
る
。

デ
フ
レ
合
理
化
の
適
程
で
織
物
輸
出
が
増
大
す
る
基
礎
に
は
か
か
る
変
化
が 

内

包

さ

れ

て

い

る

。
.

「

一
一
十
八
年
に
於
て
人
絹
織
物
翰
出
は
数
量
に
於
て
二
十 

七
年
よ
り
一
.

〇
ニ
％
も
増
加
し
て
い
る
が
逆
に
金
額
で
は
ニ
五
％
も
減
少
し 

て
い
る
。

」

以
上
、
不
況
の
過
程
に
於
て
独
占
資
本
が
と
り
あ
げ
た
デ
フ
レ

H

合
理
化
政

干
.の
変
化
を
も
た
ら
し
て
く
る,0

そ
の
方
向
を
指
汞
す
る
も
の
と
し
て

「

■独
禁
法」

.
の
改
正
.が
あ
る
。
こ
れ
は 

主
た
る
眼
目
を「

輸
出
振
興
カ
ル
テ
ル

」
「

合
理
化」

「

不
況
カ
ル
テ
ル」
の 

ニj

つ
に
お
き
、
こ
れ
ら
に
公
然
た
る
カ
ル
テ
ル
体
制
.を
し
く
こ
と

で
あ
り
、
こ 

の
こ
と
事
態
、
不
況
の
過
程
が
同
時
に
独
占
の
集
中
強
化
の
過
程
で

あ

り

、
こ 

れ
に
ょ
っ
て
不
況
そ
の
も
の
を
カ
ル
テ
ル
外
企
業
に
転
嫁
す
る
た
め
の
も
の
で 

あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
パ
例
え
ば
、
輸
出
振
興
カ
ル
テ
ル
は

「

ニ
重
価
格

第 十 五 表 賃 織 り 坐 産 の 推 移

総 生 庫 筒 键 織

■■MBKSBBMKiaaMai

合 計 化 織 会 社 商 社 ， 問 屋 親 機

A B B
A

0
0 D D

B , E

E
B

28,4 49,584 14,102 28 2,302 16 9,665 68 2,068 15
29.4 52,788 19,865 38 5,827 27 11,160 56 3,018 15
B0.4 - 64,697 29,847 46 6,340 21 19,137 64 3,721 12

31.4 75,926 40,340 53 8,446 29 27,602 68 4,091 10

策
が
人
絹
機
業
と
の
関
連
の
中
で
い
か
な
る
意
図
を
も
っ
た
も
の
で
あ
，る
か
に 

つ
い
て
の
ベ
た
。

だ
が
こ
の
よ
ぅ
な
合
理
化
政
策
が
中
小
企
業
と
の
関
連
で
最
も
単
；

g

に
現
わ 

れ
る
も
の
は「

系
列
支
®」

と

い

ぅ

現
象
で
あ

る

。

2

合
理
化
と
系
，列
化

す
で
に
見
た
如
く
、
デ
フ
レ
政
策
は
、
独
占
に
於
け
る
ヵ
ル
テ
ル

‘
強
化
、
生 

産
内
部
に
於
け
る
合
理
化
の
進
行
す
る
過
程
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
同
時
に
物 

価
の
値
下
り
、
取
引
の
集
中
化
な
ど
に
•よ
っ
て
人
絹
機
業
を
経
営
の
危
機
に
追 

い
こ
み
、
そ
の
多
く
を
倒
産
せ
し
め
た
0

系

列

化

と

は

、

独

占

が

こ

•れ

ら

多

く 

の
機
業
の
犠
牲
に
於
て
一
部
中
小
機
業
を
残
存
せ
し
め
、
そ
れ
を
下
請
化
す
る 

と
と
に
よ
っ
て
市
場
の
不
安
定
を
回
避
し
、
他
方
で
は
、
そ
の
技
術
、
低
賃
金 

を
組
織
的
に
利
用
す
る
。
特
に
輪
出
に
於
て
は
独
占
内
部
の
合
理
化
を
こ
れ
ら 

下
請
機
業
の
低
賃
金
と
結
び
つ
け
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
、
市
場
の
拡
大
と
自
己
の
競 

争
力
の
強
化
に
役
立
た
せ
る
。
■
又
、
内
地
市
場
に
於
て
は
、
下
請
機
業
の
製
品 

を
い
わ
ゆ
る
チ
ョ'/
-
,プ
製
品
と
指
定
し
、
，
自1i
の
原
糸
に
か
か
わ
る
製
品
の
最 

終
消
費
ま
で
介
入
し
、
市
場
の
拡
張
に
努
め
る
。

.

.

.ニ
十
七
年
奴
降
、
デ
フ
レ
不
祝
に
も
か
か
わ
ら
ず
織
物
生
産
が
絶
体
的
に
増 

加
し
て
い
く
背
景
に
..は
中
小
機
業
に
於
け
る
か
か
る
存
立
の
変
化
が
前
提
さ
れ 

て
い
'る
。
人
絹
機
業
に
於
け
る
系
列
化
の
実
態
は
お
よ
そ
第
十
五
、
六
表
の
示 

す
如
く
で
あ
る
。
 

•

'
'即
ち
人
絹
機
業
を
底
辺
と
す
る
縦
の
系
列
化
は
、
大
別
し
て
化
戤
会
社
、
問 

屋
、
親
機
の
三
つ
の
賃
織
下
請•の
形
態
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
人

•化
繊
産
業
に
於
け
る
中
小
機
業
の
分
析

溫為
32

資
論
独 

評
の 

済
本 

経
H

報 

.

啤
絹
機
業
を
中
心
と
す
る
横
の
関
連
に
於 

て
見
れ
ば
、
織
布
部
門
を
軸
と
す
る
三 

I

X

程——

染

色

：
織

葙

'
仕

上

の

各

々

が 

別
個
に
各
人
絹
会
社
の
下
請
と
な
り
、

2

こ
れ
ら
三
工
程
は
人
絹
会
社
を
頂
点
と 

し
て
有
機
的
に
結
合
さ
れ
、

「

系
列
化」 

碼
の
実
態
を
形
成
し
て
い
る
。
化
紙
会
社 

W

を
頂
点
と
す
る
機
業
の
賃
織
下
請
は
ニ 

千
つ
の
形
態
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
。 

位
,

一
 

つ
は
化
織
会
社
丨
機
業
の
結
合
で
ぁ 

単

り

、
他
は
商
社
、
問
屋
を
介
し
て
の
そ 

•-
!

'

:れ
で
ぁ
る
。
福
井
に
於
て
は
人
續
物 

の
六
〇
％(

昭
和
三
十
年
度)

は
こ
の
賃 

織
に
組
織
せ
ら
れ
、
織
機
ニ
〇
〇
台
以

.

四
.三
.

.(

七

I

五)

六 表 系 列

織 布 染 色 商 事

東 レ  

東 邦 レ

日 レ

帝 人  

旭 化

三菱レ  

倉 レ

2
13
3
1
3
7
2

4
5 
2 
4 
4 
1 
2

38
29
35

-45
26
23
23



上
の
規
模
の
犬
な
る
も
の.は
直
接
化
織
会
社
の
賃
織
に
組
織
せ
ら
れ
、
他
は
組 

合
準
位
で
系
列
支
配
に
厲
し
て
い
る
.0

又
、
従
来
の
商
社
、
間
屋
を
通
ず
る
機 

業
の
系
列
支
配
を
の
レ

I
ヨ
ン
マ
フ
ラ

ー

に
つ
い
て
見
れ
ば
次
の
如
く
で 

.
あ
る
。
即
ち
、
一

j

十
七
年
に
は
総
生
産
高
の
三
七
％
、
.二
十
八
年
に
は
六
五％
:

が
四
つ
.の
産
地
問
屋
に
よ
って
^

め
ら
れ

、

こ
れ
ら
産
地
問
屋
は
、

社
、
有
力
f

の
強
い
支
配
下
に
わ
か
れ
て
お
り
、
原
料
を
全
面
的
に
依
存
す 

る
ば
.か
り
で
な
く
、
製
品
の
販
売
も
そ
れ
ら
を
通
し
て
行
わ
れ
て
い

•
る
。

下
請
系
列
化
の
特
徴
は
ヽ
化
戡
会
社
丨
機
業
の
結
合
の
中
で
か
な
り
明
瞭
に

.
 

何

ぅ

こ

と

ガ

，で

き

る

。
，

6!

ち
、
第
十
.五
表
の
数
字
か
ら
も
わ
か
る
よ
ぅ
に
、
こ
.
 

の
形
態
は
ま
だ0

の
.

1

、
問
屋
支
配
ひ
も
の
よ
り
量
的
に
劣
っ
て
い
る
と
は
.
 

い
え
、
そ
の
増
大
の
比
率
は
か
な
り
顕
著
で
あ
る
。
か
か
る
事
情
は
、
基
本
的 

に
は
合
理
化
と
中
小
機
業
の
結
合
を
通
じ
て
内
外
の
市
場
の
拡
大
を
求
め
る
独 

占
が
、
そ
の
市
場
競
争
に
適
応
さ
せ
る
上
で
そ
の
低
賃
金
と
と
も
に
品
質
の
高 

度
化
や
生
産
性
の
向
上
が
強
く
要
求
さ
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
ぅ
な
要
求
を
満
た 

す
た
め
に
、
人
絹
会
社
が
そ
の
下
請
系
列
に
編
成
す
る
も
の
は
比
較
的
優
秀
な 

機
業
に
限
定.さ
れ
て
く
る
。
そ
こ
で
は
原
糸
の
安
定
的
供
給
に
よ
っ
て
操
證

.
 

が
高
ま
り
、
更
に
生
遊
性
を
高
め
る
た
め
の
技
術
的
更
新
が
計
ら
れ
る
。
例
，え
.. 

ば
、

程
に
於
げ
，る
テ
ー
プ.
サ
イ
ジ
ン
グ
方
式
や
ス
ラ
ッ
シ
ャ

—

,
サ
イ 

ジ
ン
グ
方
式
の
採
用
、
更
に
、
議

の

入

替

、

ス
タ
！
テ
ン
プ
ル
、

ヮ
一
プ

'
•
 

ス
ト
ッ
プ
モ
丨
'ゾ
ョ
ン
の
採
用
等
々
が
導
入
さ
れ
つ
つ
あ
び
0'
-,

•
 

か
く
し
て「

系
列
化」

は
そ
の
生
産
過
程
に
於
け
る
合
理
北
を
主
要
な
軸
と 

し
て
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
最
近
の
人
絹
機
業
の
i

合
理
化
計
画
も
、
こ
の

系
列
化
の
進
行
と
密
接
に
む
す
び
つ
い
て
い
る
。

「

そ
れ
に
よ
れ
ば
登
録
織
機 

の
ぅ
ち
四
万
五
千
台
が
老
朽
の
半
木
製
_

で
あ
り
、
こ
れ
を
三
十
一
年
度
か 

ら
五
：力
年
間
で
三
万
六
千
台
の
鉄
製
織
機
に
更
新
し
よ
う
と
し
て
い
る

^

■

又

「

福
井
県
で
は
広
巾
の
織
機
が
四
ガ
九
千
台
あ
り
織
機
の
耐
用
年
数
を
ニ 

十
五
年
.と
見
て
も
、
年
間
ニ
千
台
の
更
新
が
必
要
で
あ
り
、
而
も
現
有
織
機
の 

一
一
万
四
千
一

一

百
台
は
す
で
に
経
過
年
数
十
五
年
以
上
の
半
木
製
老
朽
織
機
で
あ

(

7

>
る
。」

‘

.
か
く
し
て
、
独
占
に
於
け
る
内
部
の
合
理
化
に
始
ま
る
一
連
の
合
理
化
政
策 

は
、.
系
列
化
の
主
要
な
根
幹
と
し
て
中
小
機
業
に
導
入
さ
れ
、
.そ
の
技
術
的
な 

更
新
を
促
進
し
て
い
る
。

 

：

.

.

.

他
方
で
ば
、.従

来

の「

独

占

価

格

」

に

よ

る

市

場

讓

.の

範

囲

は

相

対

的

に 

せ
ば
め
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
.
そ
の
規
模
別
構
成
が
示
す
如
く
、
零
細
機
業
は 

倒
的
に
多
く
、
こ
れ
ら
系
列
外
機
業
の
し
め
る
比
重
は
依
然
と
し
て
大
き 

い
。
こ
の
よ
ぅ
な
零
細
機
業
の
存
在
が
、

一
方
で
は

「

独
占
価
格」

に
よ
る
市 

場
支
配
を
i

に
し
て
い
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
於
け
る
低
賃
金
が
機

i

般 

の
低
賃
金
を
も
規
制
し
て
い
る。

.

.

即
ち
'

合
理
化=

系
列
化
の
進
行
は
、
独
占
と
中
小
機
業
の

「

賃
金
格
差」 

を
一
層
増
大
さ
せ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、

「

系
列
化」

は
、
広
巩
な 

非
系
列
機
業
の
犠
牲
、
き
り
す
て
に
よ
っ
■
て
系
列
機
業
の
低
賃
金
を
規
制
し
、 

こ
れ
を
系
統
的
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
と
も
い
え
.よ
ぅ
。.
か
か
る「

賃
金
格 

差」
に
表
現
さ
れ
る
独
占
の
中
小
機
業
収
想
が
最
近
の
組
織
化
を
め
ぐ
る
一
つ

の

メ

ル

ク

マ
I
ル

と

も

な

ら

て

い

る

。

><
X 

X
 

以
上
、
見
て
き
た
如
く
、
戦
後
の
化
繊
独
占
は
、
そ
の
蓄
積
を
、
国
内
市
場 

=

機
業
を
対
称
と
し
て
進
め
て
き
た
。
而
し
な
が
ら
こ
の
蓄
積
の
過
程
は
そ
れ 

自
身
の
生
み
出
す
市
場
の
変
化
の
中
で
行
わ
れ
，て
き
て
お
り
、
幾
多
の
循
環
の 

局
面
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
.に
•於
て
、
独
占
は
そ
の
市
場i

を 

通
し
て
き
わ
め
て
直
接
的
に
機
業
の
存
立
を
規
定
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ 

れ
は
一
貫
し
て
中
小
機
業
の
収
奪
の
過
程
で
あ
•
っ
た
。

こ

の

点

で

は

戦

前

，に
つ 

い
て
指
摘
し
た
中
小
機
業
の
担
ぅ
問
題
性
は
、
戦
後
よ
■り
明
瞭
な
形
で
も
っ
て 

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
た
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